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秋田県では、平成18年度から低入札

価格調査制度の運用を見直し、失格判

断基準を導入していますが、依然とし

てダンピング受注が横行し、企業経営

の圧迫、利益率の低下、工事品質への

影響、下請等へのしわ寄せなどさまざ

まな問題が深刻化していることから、

当協会では、低入札価格制度の見直し、

特に調査基準価格並びに失格基準価格

の設定の改善を秋田県に提案する資料

とするため、５月１日から７月31日の

期間において、建設工事コスト調査を

実施した。

調査対象工事は当協会会員が、平成

19年度に秋田県から受注し、同年度内

に完成した工事で、道路工事・ほ装工

事・河川砂防工事・ほ場整備工事・その

他土木工事を対象とした。

調査対象企業は、地域性、工事種別、

コスト調査
会　長　菅原 三朗

契約金額等を考慮し会員企業の中から選

定をし、調査方法は選定した企業に対し、

電子メールにて調査票を発送し、回収も

電子メールで行った。調査票には個別工

事の最終契約金額、予定価格、最終実行

金額等を記入させ、損益率等については

回収した調査票の中から有効データにつ

いて集計し、地域別、工事種類別、入札

方式等に分類し損益率を算出した。また

調査票のデータから工事の採算性を判断

する上で有意義と思われる指標を選定・

分析し、その結果を報告としてまとめた。

本調査の主催は、(社)秋田県建設業協

会・秋田県建設産業団体連合会である

が、アンケートの調査票（コスト調査票）

の作成、アンケート調査の集計分析及び

報告書の作成等については、外部機関の

(株)建設経営サービスに委託をして実施

したものである。

結果として(1)今回調査対象工事100

件のうち53件が損益率０％未満の赤字

工事となっている。(2)損益率と落札率

との関係をみると、落札率80％未満に

焦点を当てると、低入札調査対象工事に

おいて赤字工事の割合が高くなってい

る。(3)低入札調査対象工事の落札競争

が低入札調査基準付近で行われやすいと

みることができる。(4)落札価格が調査基

準価格を下廻り、低入札価格調査を実施

したとみられる工事20件のうち黒字工

事は３件のみである。(5)最低制限価格対

象工事については低入札対象工事に比べ

落札率が高い傾向にある。(6)最低制限

価格対象工事の落札率が低入札調査対象

工事に比べ高くなっているのは採算ライ

ンが高い傾向にあることが影響している

と考えられる。

以上の結果、本件の公共工事の損益分

岐ラインは落札率90％以上と考えられ

ることから、(1)最低制限価格・低入札

調査制度の運用見直し（基準価格の引き

上げ）(2)予定価格の事前公表の見直し

(3)入札契約制度の抜本的見直し（総合

評価方式とボンド制）(4)対等で透明性

の高い施工管理システムの構築等につい

て県当局に対し提案書を提出し適正な利

益が確保されるよう、入札契約制度の早

急な整備を強く要望した。
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若年建設従事者
座談会開く
魅力ある職場づくりは使命感をもった仕事への取組から
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県協会

８月29日、菅原三朗会長はじめ役員
８名が秋田県庁を訪問。西村哲男副知
事と中山敏夫建設交通部長へ調査基準
価格引き上げを始めとした秋田県発注
工事における採算性の向上を要望・提
案した。
(社)秋田県建設業協会では今回の要

望・提案を行うにあたり、会員企業を
対象とした「秋田県建設コスト調査」
を実施し、平成19年度受注工事につい
て、それぞれの工事における実行予算
の内訳を調査。併せて、集められた回
答は(株)建設経営サービスにより集計・
分析が行われ、報告書・資料に取りま
とめられた。
県庁副知事室にて菅原会長は、西村

副知事へ提案書とともに同報告書・資
料を手渡し、４項目に渡る提案につい
て説明。
これに対し、西村副知事は「貴重な

発注方法見直しを要望・提案
工事の採算性向上を求める

県協会は８月19日、秋田ビューホテル
にて平成20年度第３回理事会を開催した。
会議では、(株)建設経営サービスの協
力により本会会員を対象に実施した「秋
田県建設工事コスト調査」の結果を報告
し、同調査結果をバックデータとした提
案書（１、最低制限価格・低入札価格調
査制度の運用見直し ２、予定価格の事
前公表の見直し ３、入札・契約制度の
抜本的な見直し ４、対等で透明性の高
い施工管理システムの構築）を作成し、
県建設交通部との意見交換を経て、秋田
県副知事へ提出することとした。
議題は次のとおり。
報告事項
・常置委員会の開催結果について
協議事項
・下期事業ついて
・東北地方整備局長との意見交換会、東
北ブロック会議への提出事項について
・建設工事コスト調査の結果について

提言に陳謝申し上げます」と述べた上
で、発注方法の検討など、一層政策ベ
ースで改善を図っていきたいと返答。
また、「地元に根付いた業界として期待
している。元気を出して頑張っていた
だきたい」と業界へのエールを送った。
※コスト調査結果並びに提案内容につ
いては、本会ホームページにて公表
しております。

８月19日、参議院議員佐藤のぶあき
氏が来秋し、秋田市ビューホテルにて
100名余りが集い、国政報告会が開催
された。
佐藤議員は、全国的な応札率の低さ

にふれ「現在のような落札率では企業
経営に支障をきたすだけでなく、品質
の良い社会資本を提供することは出来
ない。落札率アップは不可欠であり、
95％を目標に総合評価制度をしっかり
としたものにするため鋭意取組んでい
きたい。」と述べた。

佐藤のぶあき
参議院議員
国政報告会を開催

平成20年度
第３回理事会

県協会では、平成20年８月26日（火）
秋田ビューホテルにおいて、若年建設従
事者座談会を開催した。座談会には、各
支部から推薦された勤務年数が２年から
14年の若年技術者・技能者14名が参加
し、座長に(財)秋田経済研究所専務理事、
進藤 利文氏、助言者に(社)秋田県建設業
協会労務委員長、武田鋭彦氏を迎えた。
座談会に先立ち、(社)秋田県建設業協
会堀江専務理事が「秋田県内の建設業へ
の新卒採用者が、10年前は170人だった
のに対し、今年は
12名となっている。
それだけ地域の建設
産業のおかれている
立場は非常に厳しく
なっている。協会と
しても公共事業の減
少によるダンピング
受注の問題等提案し
ていきたいと思って
いる。これまで先輩
の方が築いた技術を
伝えていくのも大切
な課題である。こう
した研鑽を通じて皆
さんの若いエネルギ

ーの一つにしてほしい。」と述べた。参
加者の自己紹介に続き、「日本の近代土
木を築いた人びと」と題した映画鑑賞を
行った。
午後からの座談会は、主題を「若年建
設従事者の定着促進とこれからの建設
業」とし、副題として▼働きがいのある
職場づくりについて▼技術・技能の習
得・継承について▼これからの建設業に
ついて、などのテーマに沿って進められ
た。
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経緯度観測点・測量台座
にかほ市象潟三崎山
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※上記の記事はホームページに掲載されています。

建退共秋田県支部から（財）建設業福祉共済団から

http://www.a-kenkyo.or.jp

下米町一丁目竿燈会・竿燈演技
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月
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日
、
県
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館
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車
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に
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会
が
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ン
サ
ー
を
務
め
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下
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一
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目
竿
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よ
る
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技
の
模
様
。
炎
天
下
の
中
、
近
隣
よ
り
観
覧
者
が
集
ま
り

熟
練
の
技
を
堪
能
し
た
。

国交省・農水省等へ

21年度予算施策を要望
秋田県議会建設振興議員連盟（北林康司会長）と県協会
では、８月７、８日の両日、県選出国会議員、国土交通省、
同省東北地方整備局、農林水産省へ平成21年度国の施策・
予算に関する提案・要望を行った。
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我々が日常何気なく使っている鋏が一般に普及され

るようになったのはそう遠い昔でない。

鋏は相対する二枚の刃を摺り合わせ物を挟み切る道

具である。梃子の原理を利用したもので支点の位置に

より元支点形、中間支点形、先支点形の三つに分けら

れる。元支点形はU字形に曲げられた「ばね」のとこ

ろが支点になっている。これを握り鋏、和鋏という。

中間支点形は一般に裁ち鋏、ラシヤ切りなどといわ

れている。これははじめ羊の毛を刈るのに使われてい

た。先支点形は特殊な鋏で葉巻などを切ったりする。

鋏は中国から輸入されたもので古くは和名類聚鈔の

容飾具と鍛活具に　刀（波左美）とあり裁縫具として

は煎刀があげられている。

さて、鋏の歴史をたどれば紀元前100年頃ギリシャ

で作られたのは元支点形、握り鋏と同形のもので主と

して羊毛刈りに用えた。ローマ時代、前27年の遺物

とされる鋏は中間支点形で今の洋鋏の形状となってい

る。日本最古の鋏は七世紀の古墳から発掘された。奈

良県の珠城山古墳からの出土品で元支点形である。

江戸時代、久能山に徳川家康遺品の鋏、藤原信吉作

は特に日本鋏と記載されている。

鋏が庶民の生活用具として定着したのは江戸時代後

期寛政年間以降で鋏を作る専門の職人もあらわれて生

活量も増えた。

布地の裁断のようなのは中間支点と呼ばれる裁ち刃

と呼ばれる包丁に似た刃物を用えるのが一般的で細部

は元支点形の鋏で処理した。

1874年ラシヤ切り鋏が輸入されてからは断髪令で

理髪の鋏の需用が多くなり日本人の手に合うように、

そして日本刀の切れ味をそなえた鋏を製造した。

日本はドイツに次ぐ刃物の輸出国で新潟の三条市、

岐阜の関市、大阪の堺市など生産量が多く輸出をして

いる。

鎌倉鶴岡八幡宮には北条政子の御白河法皇から頼朝

に賜ったという菊の紋入りのU字形の握り鋏があり、

この形としては日本最古で化粧具の一種で髪切りに用

いられた。

室町時代熊野速玉本社（和の山）に他の化粧具と共

に手箱におさめられて青銅の一五糎の握り鋏がある。

これは1390年に献進されたもので日本では今でも

使われている。これは室町時代に発生したいけばな鋏

とかかわりが深い。池の坊では現在でも他の流派と違

ゾーリンゲンの鋏
酢屋　潔

った鋏を用えているがかたはし扱でにぎりから刃先ま

での距離が長く、切る力が非常に強い。

前おきが大変長くなってしまったが、私がヨーロッ

パ旅行のツアーに参加したのは今から30年位前だっ

た。何しろはじめてだったので何が何だかわからない

うちに旅程は進みドイツのロマンチック街道をすぎて

フランクフルトに着いた。その時バスの中で添乗員が

ゾーリンゲンの刃物の話をした。ドイツは世界一の刃

物の輸出国だとか、その大部分はゾーリンゲンで製造

されているとか又ゾーリンゲンの名前をつけて売り出

すものには強い規制をもうけているとか又その会社の

規模でも大会社が二社ありヘンケルズとWMFで創業

200年以上の老舗である。特にヘンケルズの二人の人

間の立ち姿のマークは世界的に有名である。

ところでフランクフルトに着いたら添乗員がとある

店へと我々をいざなった。

何とそれは刃物の店だった。店内にはゾーリンゲン

の刃物が所せましと陳列してあった。あらかじめ聞か

されていたのでツアー客は夫々品物を物色、いろいろ

買いこんだようだが私はあまり興味がなかったので只

見るだけにした。しかし、引きあげ間際に爪ののびて

いるのに気が付き全長十糎位の小さな平凡な鋏を買っ

た。この鋏、旅行中に使ったがなかなか便利だった。

そこでなくしないように旅行が終わっても大事に使

うことにした。この鋏こまわりがききまことに便利だ

った。鼻ひげきりから封筒の開封、薬の仕分け、小包

の紐切り、爪切りは勿論のことだった。何しろ切れ味

が良いので使っても気持ちが良かった。使うほどに切

れ味もおちてくると思っていたが依然として切れ味が

するどい。特に先端まで切れ味が伝っているのが気持

良い。よく見るとこの鋏の連結部に二人の立ち姿のヘ

ンケルズのマークが印されている。

何しろ小さいものだから時々なくなることがあり中

ばあきらめているといづこからともなく現れて私を喜

ばせてくれる。

30年以上も使って切れ味が落ちないのは不思議で

ある。回数にすれば何万回ということになる。連結部

を見れば何の変てつもないボールトで連結しているだ

けである。このボールトには一本のみぞが掘ってある

がこれは連結部があまくなれば締めるものだろうが今

のところいじらない。この連結部を見て考えた。何の

へんてつもないところに秘密がある。我々建設業者も

苦心惨憺した箇処も完成してしまえば何のへんてつも

なく見逃してしまうほどである。ことほど左様に苦心

のあとは出来てしまえば見すごされ勝ちなものであ

る。私はこの鋏の連結部をながめ乍ら先人の苦労をし

のび愛用している。


